
◆ 環境（３）                         

＜環境＞ 

【意見・要望の趣旨】 

○ 森林の荒廃が極めて急激に進んでいる。 

○ 森林の荒廃を喰い止める手段の一つが複層林化計画である。 

○ 国や県の積極的な森林施策としての複層林化計画の推進をお願いしたい。 

（平成２２年６月 半田市 ６０代男性） 

〔回答〕 

   木材価格の長期低迷等による林業採算性の悪化から森林所有者の林業に対する関

心が低下しており、このままでは林業活動による森林整備が十分に期待できず、森

林の持つ水源のかん養や土砂災害の防止、地球温暖化の防止などの公益的機能が低

下することが懸念されています。一方で、県内の森林資源は充実してきております。 

したがいまして、木材を外国からの輸入に頼るのでなく、木材生産が可能な森林

においては、林業の採算性を高めて林業経営に意欲を持っていただくため、森林施

業地のとりまとめ、路網の整備、高性能林業機械の活用などにより施業を集約化し、

木材の生産コストを削減する「低コスト木材生産システム」の普及・定着を推進し

てまいります。 

また、作業性が悪く林業活動による整備が難しい奥地や公道・河川沿い等の森林

においては、平成２１年度から「あいち森と緑づくり税」を活用した間伐を実施す

るなど、下層植生が豊かな森林の整備・保全に取り組んでいます。 

   こうした取り組みにより、将来的には林業活動による森林の整備と自然の力を活

かした針葉樹と広葉樹が混在した多用な森林を造ってまいります。 

                                 【農林水産部】 

 

＜環境＞ 

○  今年の夏は、雨が少なく草花への水やりが大変でした。あまりに多くの水がいる 

ので、風呂の残り水を活用しました。蛇口をひねれば水はすぐに使えて便利ですが、

捨ててしまっている水を活用することが大切だと思い、毎日、風呂水を運んで水や

りをしました。 

   環境を守るために、ゴミの減量や動植物の保護については、新聞、テレビ等で特

集としてよく取り上げられますが、水の無駄遣いについては取り上げられません。

ましてや、使った水を捨てないで活用する事についてアピールされている事は少な
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いです。 

   夏の草花への水やりと洗濯水への活用により、２ヶ月で、２千円の水道料金が安

くなりました。環境面から「水を大切にする」ことを進めると同時に、経済面から

の利益についてもうったえることは、効果があると思います。 

（平成２２年１０月 名古屋市 ６０代男性） 

〔回答〕 

この度は、水の貴重さ・節水の重要性について、ご意見をいただきありがとうご

ざいます。 

ご意見のように、捨てられる水の再利用は、限りある貴重な水資源の維持のため

に非常に大切なことであり、また、水の再利用が結果的に水道料金の節約につなが

り、水の節約の契機にもなると考えております。 

一人ひとりが水を大切にする意識をもち、風呂の残り湯などの利用や無理のない

節水を進めることはとても重要となります。 

このため、愛知県では、水資源の有限性、水の貴重さや水資源開発の重要性に対

する県民の関心を高め、理解を深めていただくために、特に、年間を通じて水の使

用量が多い時期のうち、「水の週間」（8 月 1 日～７日）を中心として、水に関する

啓発を行っています。今後とも、いただいたご意見を参考にして、こうした啓発活

動を進めてまいります。                     

【地域振興部】 

 

＜環境＞ 

○ 先日、海外から久し振りに帰国した人と会う機会があった。名古屋の街がきれい

だと云うのです。昔はこんなんじゃなかったと、強い驚きの顔でした。 

そう言えば、シンガポールへ行った折り私はゴミを捨てまいと常に自分に言い聞 

かせて行動したことを思い出します。 

愛知県の緑化美化清掃業務が行政の中で活かされている証拠だと思うとうれし 

くなる。 

まれに夜間犬の散歩中にふんの処理を放置している一部の心無い人が居るのも 

事実です。 

愛知県は全国一のペット王国と言われている。たとえ、月間１００円でもペット 

税を置くことも必要かと思い提言させていただきます。 

愛知県県民愛玩税 犬猫１０万匹として１億円。直接税方式又はペット餌に販売 
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時加算する間接税方式とする。    （平成２３年３月 名古屋市 ７０代男性） 

〔回答〕 

「ペット税」についは、国において民主党税制改革プロジェクトチームが平成２

３年度税制改正に関する提言に盛り込み話題となりました。 

「税金を払う事で家族の一員を迎えるという自覚につながる」「ペット税なんて

とんでもない」など、賛否両論の意見が取り交わされたところであります。 

このことについて、さらなる議論、検討が必要であると考えており、現在のとこ

ろ、本県においては、導入については考えておりません。 

なお、ペットの糞害等の問題については飼い主のモラル、マナーの向上が不可欠

であることから引き続き啓発に努めていきたいと考えています。   

【健康福祉部】 


